
































て、ジェンダー予算は世界各地で実践されている（Budlender and Hewitt 
2001; Elson 1995; Himmelwit 2002）。
ジェンダー予算は1984年に労働党政権下のオーストラリアで導入された
後、1993年にカナダで、翌1994年に南アフリカ連邦で相次いで導入され、





























和国法7192号　開発と国家形成における女性法」（Republic Act 7192 Women 















Commission on the Role of Filipino Women, NCRFW 2009年にフィリピン女性委
員会、Philippine Commission on Women, PCWに改組）」が同法の履行を監視の
ための報告メカニズムも定めている。これら2点を考慮すると、95年の「一
般歳出法」はジェンダー平等推進する上で、フィリピンの予算編成史上、画
期的な意義を有していた。1996年には、予算管理省（Department of Budget 






平等に関する包括的な法律「共和国法9710号 女性大憲章 （Republic Act 9710 





























































































き書、Harmonized Gender and Development Guidelines for Project Deve-
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